
続
審
査
を
希
望
し
全
額
免
除
を
承

認
さ
れ
た
人
は
、
翌
年
度
以
降
の

申
請
が
不
要
で
す
。
結
果
通
知
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
人
は
、
本
人
と
配

偶
者
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
猶
予
の
承
認
期
間
は
７
月
か
ら

翌
年
の
６
月
ま
で
で
す
。
前
年
の

所
得
を
基
準
と
す
る
た
め
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
が
、
申
請
時
に
継

続
審
査
を
希
望
し
納
付
猶
予
を
承

認
さ
れ
た
人
は
、
翌
年
度
以
降
の

申
請
が
不
要
で
す
。
結
果
通
知
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
・
年
金
課
☎
９48
６
３
５
２
・

９34
２
６

３
１
へ

月額　１万5,020円
付加保険料　月額　400円

　

第
1
号
被
保
険
者
で
経
済
的
理

由
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
国
保
・

年
金
課
、
支
所
、
年
金
事
務
所
で

申
請
す
る
と
、
該
当
条
件
に
よ
っ

て
次
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

審
査
後
、結
果
通
知
が
届
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除

■
法
定
免
除

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
人

・
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
被
用
者

年
金
の
障
害
年
金（
１
級
・
２
級
）

を
受
け
て
い
る
人

■
申
請
免
除

・
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所

得
が
少
な
く
納
付
が
困
難
な
人

・
天
災
な
ど
に
よ
る
損
害
や
失
業

な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
人

1
全
額
免
除

2
４
分
の
３
免
除
（
３
７
６
０
円

納
付
）

3
半
額
免
除（
７
５
１
０
円
納
付
）

4
４
分
の
１
免
除
（
１
万
１
２
７

０
円
納
付
）

　

2
〜
4
は
保
険
料
（
平
成
23
年

度
月
額
）
の
一
部
納
付
が
前
提
の

た
め
、
納
め
な
い
と
未
納
扱
い
と

な
り
ま
す
。

※
免
除
の
承
認
期
間
は
７
月
か
ら

翌
年
の
６
月
ま
で
で
す
。
前
年
の

所
得
を
基
準
と
す
る
た
め
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
が
、
申
請
時
に
継

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
の
場
合
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
猶
予
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら

翌
年
の
３
月
ま
で
で
す
。
前
年
の

所
得
を
基
準
と
す
る
た
め
毎
年
申

請
が
必
要
で
す

【
必
要
な
も
の
】学
生
証（
コ
ピ
ー

可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

退
職（
失
業
）さ
れ
た
人
は
︱

失
業
特
例
が
あ
り
ま
す

　

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
（
公
務
員
は
辞
令
書
ま

た
は
退
職
証
明
書
）
な
ど
を
添
え

て
申
請
す
る
と
、
本
人
の
所
得
を

除
外
し
て
審
査
が
行
わ
れ
、
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
審

査
対
象
の
配
偶
者
・
世
帯
主
に
一

定
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
保
険

料
の
免
除
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
継
続
審
査
対
象
外
の
た
め
、
翌

年
度
も
申
請
が
必
要
で
す

免
除
が
承
認
さ
れ
る
と
―

　

下
表
の
と
お
り
、
老
齢
・
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
期
間
と
、
老
齢
基
礎
年

金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

「
４
分
の
３
」「
半
額
」「
４
分
の
１
」

免
除
を
受
け
た
場
合
、
残
り
の
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
年
金
を
受

け
と
る
た
め
に
必
要
な
期
間
・
年

金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

追
納
制
度

　

保
険
料
免
除
・
若
年
者
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期

間
は
未
納
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、
受

け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
10
年
以
内
の
保

険
料
に
限
り
、
後
か
ら
納
め
る
こ

と（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
・
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
か
ら
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
金
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

免除・若年者納付猶予・学生納付特例と未納の違い

受給資格期間
への算入

老齢基礎年金額への反映割合
平成21年3月以前 平成21年4月以降

全額免除

○

３分の１が反映 ２分の１が反映
４分の３免除 ２分の１が反映 ８分の５が反映
半額免除 ３分の２が反映 ４分の３が反映

４分の１免除 ６分の５が反映 ８分の７が反映
若年者納付猶予
学生納付特例 ×

未納 × ×

平成23年度　国民年金保険料

保険料を未納のままにしておくと
年金を受けられない場合があります。
まず、相談を！

お
得
な
納
付
方
法

　

年
間
で
最
大
３
７
８
０
円
割
引

き
と
な
る
、お
得
な
前
納
制
度（
半

年
前
納
・
１
年
前
納
）
や
毎
月
の

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
付
方
法
別
（
❶
納
付
案
内
書

❷
口
座
振
替
❸
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

❹
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）
の
年
間

保
険
料
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

平成23年度　国民年金保険料

年間の保険料

納付方法 ❶  ❸  ❹ ❷

毎月納付
（年間の割引額）

180,240円 179,640円

（0円） （600円）

半年前納
（年間の割引額）

178,780円 178,200円

（1,460円） （2,040円）

1年前納
（年間の割引額）

177,040円 176,460円

（3,200円） （3,780円）

【
第
１
号
・
任
意
加
入
被
保
険
者
】

次
の
❶
〜
❹
の
方
法
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す

❶
納
付
案
内
書
（
現
金
で
納
付
）

　

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書
で
、

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す

❷
口
座
振
替

　

預
貯
金
口
座
が
あ
る
金
融
機

関
・
年
金
事
務
所
、
国
保
・
年
金

課
、
支
所
で
申
し
込
む
と
、
毎
月

ま
た
は
半
年
、
１
年
ご
と
に
保
険

料
を
自
動
振
替
で
き
ま
す

❸
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
を
利

用
し
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
金

融
機
関
と
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
契

約
が
必
要
で
す
。
ご
利
用
の
金
融

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

❹
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

【
第
２
号
被
保
険
者
】
給
料
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す

【
第
３
号
被
保
険
者
】
配
偶
者
が

加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
組
合
が
負
担
す
る
た
め
、
自

分
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
第
３
号

被
保
険
者
の
未
届
け
期
間

　

年
金
受
給
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
年
金
事
務
所
で
未
届
け
期
間

の
有
無
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
未

届
け
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
年
金

事
務
所
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
松
山
東
年
金

事
務
所
☎
９４６
２
１
４
６
・

９３３
１

３
１
９
、
松
山
西
年
金
事
務
所
☎

９２５
５
１
７
５
・

９２３
４
６
１
９

年間
最大で 3,780円

  割引き

保
険
料
の
納
付
で
困
っ
た
と
き
は
…

保
険
料
の
納
付
で
困
っ
た
と
き
は
…

国
民
年
金

　付加保険料は第１号被保険者・任意加入被保
険者の希望により納めることができます。
　定額保険料に付加保険料を上乗せして納める
と、老齢基礎年金に付加年金（２００円×納め
た月数）を上乗せした金額を生涯、受け取れま
す。手続きした月から納められ、加入・辞退が
自由にできます。（障害年金の受給者は付加年
金の上乗せはありません。農業者年金の加入者
は、付加保険料の納付が義務付けられています）
※厚生年金・共済組合の加入者やその人に扶養
されている配偶者（第３号被保険者）、国民年
金基金加入者は申し込みできません

広報まつやま2011（平成23）年３月15日号⑸


